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■
総
会
レ
ポ
ー
ト

◦
5
月
26
日（
木
）

　

福
井
県
本
部　

 （
事
務
局
：
福
井
放
送
）

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
推
進
協
力
校
」
を
支

部
の
な
い
市
に
新
た
に
３
校
を
指
定
し
た
。

ま
た
、
青
少
年
の
豊
か
な
心
づ
く
り
を
目

指
す
福
井
県
で
の
講
演
は
、
中
央
本
部
の

紙
芝
居
講
師
で
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

員
も
つ
と
め
る
宮
島
盛
隆
氏
（
白
百
合
大

学
講
師
）。
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む
た
め
、

運
動
の
重
要
性
と
地
域
の
大
人
の
役
割
に

つ
い
て
語
っ
た
。
永
年
の
教
職
生
活
で
培
っ

た
、
笑
い
と
実
体
験
に
基
づ
く
話
は
、
会

場
を
共
感
で
満
た
し
た
。

◦
6
月
13
日（
月
）

　

東
京
都　

武
蔵
野
市
支
部

（
事
務
局
：
多
摩
信
用
金
庫
）

　

同
支
部
の
総
会
で
は
毎
年
、
実
行
章
が

贈
呈
さ
れ
る
。
何
よ
り
、
推
薦
者
が
出
席

す
る
の
が
全
国
で
も
珍
し
く
、
推
薦
者
の

の
実
践
に
取
り
組
む
。
例
年
2
月
開
催
の

「
つ
ど
い
」
で
の
活
動
発
表
が
楽
し
み
で
あ

る
。
ま
た
、
総
会
後
に
は
、
熊
本
地
震
見

舞
金
の
呼
び
か
け
や
、
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
告
知
、
コ
ス
モ
ス
種
子
の
配
布
も
行

わ
れ
た
。

◦
6
月
29
日（
水
）

　

香
川
県　

琴
平
町
支
部

（
事
務
局
：
琴
平
町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
）

　
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
る
、
金
比
羅
八
幡
宮
で
有
名
な
琴
平
町
。

青
少
年
の
豊
か
な
心
を
育
む
活
動
に
最
も

力
を
入
れ
て
い
る
同
支
部
で
は
、
今
年
度

も
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
実
行
章
の
贈

呈
や
、
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
す
す
め
て
い

く
。
ま
た
、
中
央
本
部
の
鈴
木
恒
夫
代
表

が
就
任
以
来
、
香
川
県
で
は
初
め
て
の
講

演
を
行
い
、
自
身
の
半
生
と
「
小
さ
な
親

切
」
運
動
と
の
関
わ
り
や
、
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
語
っ
た
。

■
ラ
ジ
オ
か
ら
「
小
さ
な
親
切
」

◦
宮
崎
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
エ
フ
エ
ム
（
76
・
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

・
番
組
名
「
お
昼
ご
は
ん
」

　

水
曜
担
当
：
齊
藤
麻
耶
さ
ん

・
時
間
12
：
00
～
13
：
00

　

こ
の
春
か
ら
、
齊
藤
麻
耶
さ
ん
（
平
成

22
年
度
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
入
賞
者
）

が
故
郷
の
宮
崎
市
に
あ
る「
宮
崎
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
エ
フ
エ
ム
」
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

つ
と
め
て
い
る
。
運
動
本
部
と
の
関
係
も

インフォメーション ＆ 読者のコーナー「HIROBA」

　

ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛
け
、
テ
レ
ビ
を
見
て

い
る
家
内
が
手
を
上
げ
た
の
を
確
認
す
る
。

　

ト
イ
レ
へ
の
合
図
で
、
足
腰
に
錆
が
出

て
動
作
の
鈍
い
身
で
も
、
こ
の
時
だ
け
は

オ
ッ
コ
ラ
シ
ョ
と
気
合
を
入
れ
て
踏
み
出

す
も
の
の
、
気
持
ち
と
足
が
噛
み
合
わ
ず

よ
ろ
け
て
し
ま
い
、
そ
れ
な
り
の
年
齢
を

自
覚
さ
せ
ら
れ
る
。

　

長
い
間
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
大
黒
柱

が
腰
痛
で
難
儀
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
家

内
の
手
を
肩
に
置
き
、
腰
を
支
え
て
ト
イ

レ
へ
と
急
ぐ
。
中
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」

と
低
い
声
が
漏
れ
、「
何
も
言
わ
ん
で
も
い

い
」
と
叱
っ
た
の
を
、
排
水
音
が
軽
く
消

し
流
し
た
。

　

小
学
３
年
生
の
孫
が
そ
ば
に
い
る
時
は
、

嬉
し
そ
う
に
孫
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う

が
、
で
き
る
だ
け
体
重
を
孫
に
か
け
な
い

よ
う
に
踏
ん
張
っ
て
歩
き
、「
し
っ
か
り
寄

り
添
い
、
ト
イ
レ
ま
で
歩
め
る
の
が
至
福

の
時
だ
」
と
言
う
。
年
寄
り
は
ト
イ
レ
が

近
く
、
頻
繁
に
誘
わ
れ
て
も
付
き
合
っ
て

く
れ
る
孫
に
目
を
細
め
て
い
る
。

　

今
日
は
、
孫
が
遠
足
用
の
菓
子
を
買
い

た
い
と
言
う
の
で
付
き
合
う
こ
と
に
し
た
。

　
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
礼
を
言
い
、

お
み
く
じ
を
開
い
て
、「
バ
ン
ザ
イ
、
中
吉

だ
」
と
叫
ぶ
家
内
。

　

中
吉
の
半
分
こ
は
、
小
吉
っ
て
こ
と
か
。

50
円
で
得
た
小
吉
の
運
を
大
事
に
し
な
い

と
な
あ
。
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
、「
じ

い
ち
ゃ
ん
、
貧
困
で
な
く
て
金
婚
だ
っ
た
」

と
言
わ
れ
た
瞬
間
、
卑
屈
に
曲
が
っ
た
心

棒
が
シ
ャ
キ
ッ
と
伸
び
た
。

　

そ
う
か
、
う
ち
ら
金
婚
か
。
家
内
の
介

護
に
自
分
の
体
調
管
理
と
、
気
持
ち
が
忙

し
く
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
が
、
貧
困
を

金
婚
で
重
ね
消
す
小
さ
な
小
さ
な
孫
心
が

大
き
く
育
っ
て
い
る
の
が
嬉
し
く
、
三
人

顔
を
見
合
わ
せ
て
微
笑
む
。

育
む
孫
心

秋
田
県　

今
野
芳
彦（
69
歳
）

「
お
と
な
の
作
文
」

第 5 回

 発表！

感
謝
の
気
持
ち
を
、
直
接
受
章
者
に
伝
え

ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
永
年
、
慰
問

活
動
等
に
尽
力
し
て
い
る
と
し
て
実
行
章

を
受
章
し
た
、
津
軽
三
味
線
の
グ
ル
ー
プ

「
ジ
ョ
ー
ジ　

ジ
ョ
ン
ガ
ラ
」
が
、
迫
力
あ

る
演
奏
を
披
露
し
た
。

◦
6
月
14
日（
火
）

　

広
島
県
本
部  （
事
務
局
：
も
み
じ
銀
行
）

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
米
国
大

統
領
を
迎
え
た
広
島
県
。
森
本
県
代
表
は
、

広
島
県
内
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
ふ
り
返

り
、「
ご
み
の
量
は
年
々
減
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ご
み
を
拾
う
こ
と
で
『
ご
み
を
捨
て

な
い
』
と
い
う
心
を
作
る
情
操
教
育
に
も

役
立
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
こ
こ
で
も
、

宮
島
盛
隆
氏
（
白
百
合
大
学
講
師
）
が
講

演
を
行
い
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
や
教
育

論
に
、
子
ど
も
を
持
つ
出
席
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

◦
6
月
25
日（
土
）

　

埼
玉
県　

与
野
支
部

（
事
務
局
：
有
限
会
社
サ
ン
キ
）

　

昨
年
、代
表
と
事
務
局
が
一
新
さ
れ
、
役

員
の
世
代
交
代
が
行
わ
れ
た
同
支
部
。
新

役
員
で
は
初
め
て
の
総
会
を
開
催
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
協
力
も
あ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
の
心
を
育
て
る
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
今
年
の
実
践
協
力
校
に
は
与
野

八
幡
小
学
校
が
指
定
さ
れ
、「
小
さ
な
親
切
」

近
所
の
方
に
、「
孫
と
散
歩
か
い
。
い
い

ね
え
」
と
言
わ
れ
る
度
に
軽
く
会
釈
を
返

す
が
、
多
く
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

と
、
少
子
高
齢
化
を
叫
ば
れ
る
中
、
孫
と

一
緒
に
過
ご
し
て
い
る
当
た
り
前
の
こ
と

が
、
何
か
す
ご
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
、

心
も
軽
く
な
り
、
引
き
ず
り
歩
い
て
い
た

足
を
し
っ
か
り
蹴
り
上
げ
て
踏
み
出
す
。

　

遠
足
の
お
小
遣
い
が
５
０
０
円
な
の
を

思
い
出
し
、
釣
り
銭
の
５
０
０
円
硬
貨
を

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
だ
か
ら
」
と
手
渡

す
。

　

帰
り
道
、「
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

貧
困
だ
よ
ね
」
と
難
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
、

心
臓
が
慌
て
ふ
た
め
き
ド
ッ
キ
ン
ド
ッ
キ

ン
波
打
つ
。
学
校
で
習
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

裕
福
と
は
い
え
ぬ
薄
い
年
金
で
厳
し
い
が

何
と
か
凌
い
で
い
る
身
な
の
で
、「
ま
あ
ま

あ
だ
」
と
答
え
て
お
く
。

　

遠
足
の
日
、
帰
っ
て
く
る
な
り
、「
じ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
楽
し
か
っ
た

よ
。
ぼ
く
、
こ
づ
か
い
で
こ
れ
買
っ
た
」
と
、

自
慢
げ
に
万
華
鏡
を
見
せ
て
く
れ
、
私
ら

に
も
、「
こ
れ
お
土
産
、
半
分
こ
し
て
ね
と
、

１
０
０
円
の
お
み
く
じ
を
渡
さ
れ
る
。

深
い
こ
と
か
ら
、
温
か
い
話
題
を
リ
ス
ナ
ー

に
届
け
よ
う
と
、
自
身
が
選
ん
だ
、
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
や
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
入

賞
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

◦
熊
本
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
（
Ｆ
Ｍ
７
９
１
）

・
番
組
名
「
心
に
届
く
小
さ
な
親
切
」

・
時
間　

月
～
木
、
7
：
30
～
5
分
程
度

　

県
本
部
で
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
主
催
し
、

多
く
の
学
校
か
ら
応
募
が
あ
る
熊
本
県
は
、

心
温
ま
る
優
秀
な
作
品
が
多
い
。
同
番
組

で
は
県
内
の
入
賞
作
品
を
紹
介
。（
平
成

28
年
1
月
4
日
～
3
月
31
日
）
全
国
入
選

の
5
作
品
は
本
人
が
朗
読
し
た
。
現
在
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
朗
読
を
聴
く
こ
と
が

で
き
る
。

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　http://w

w
w
.fm
791.

jp/reading.htm

■
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
作
品
募
集

　

第
32
回
「
小
さ
な
親
切
」
は
が
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
対
象
で
す
。

【
テ
ー
マ
】
次
の
二
つ
か
ら
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

・
心
か
ら
伝
え
た
い
あ
り
が
と
う

・「
や
だ
な
！
」
自
分
だ
っ
た
ら
…

【
応
募
方
法
】「
は
が
き
」
や
「
メ
ー
ル
」
で

応
募
で
き
ま
す
。

　

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
体
験
と
タ
イ
ト
ル
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
職

業
（
学
校
名
）・
電
話
番
号
を
明
記
。
な
お
、

メ
ー
ル
は
運
動
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
応
募
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー
ル
を
使

用
。
字
数
は
6
0
0
字
以
内
・
タ
イ
ト
ル

20
字
以
内
で
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
。

〒
１
０
１
︲
０
０
６
１
東
京
都
千
代
田
区

三
崎
町
２
︲
20
︲
4
、
公
益
社
団
法
人
「
小

さ
な
親
切
」
運
動
本
部
は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
係
へ
。

【
締
め
切
り
】
９
月
23
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効

【
入
賞
発
表
】
11
月
上
旬
、
読
売
新
聞
紙
上

他【
表
彰
式
】
11
月
26
日
（
土
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　（h

ttp
://w

w
w
.

kindness.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
運
動
本
部
で
も
種
ま
き
！　

　

運
動
ス
タ
ー
ト
の
日
で
あ
る
6
月
13
日
、

秋
に
は
、6
階
事
務
所
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
コ
ス

モ
ス
の
花
が
咲
く
こ
と
を
夢
見
て
、
職
員

が
コ
ス
モ
ス
種
子
を
植
え
ま
し
た
。
3
～

4
日
で
早
く
も
か
わ
い
ら
し
い
双
葉
が
。

︻
県
本
部
新
代
表
就
任
︼
6
月
末
現
在

　

北
海
道
本
部
代
表　

相
馬
道
広
様

（
北
海
道
電
力
株
式
会
社
取
締
役
常
務
執

行
役
員
）

︻
寄
附
金
御
芳
名
︼（
敬
称
略
）
4
月
～
6
月
末

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
行
橋
支
部

　

廣
松
富
夫
・
阪
口
繁
昭
・
黒
澤
嘉
子
・

　

清
水
俊
昭
・
宮
田
二
美
・
小
林
和
明
・

　

薬
本
光
明

■
次
号
は
11
月
1
日
発
行
に
変
更
し
ま
す

　

夏
季
に
は
事
業
な
ど
活
動
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
例
年
10
月
1
日
だ
っ
た
発
行
日

を
11
月
1
日
に
変
更
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

春
号
８
頁
下
段
の
写
真
説
明
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。「
有
賀
先
生
の
見
本
作
品
『
お
口
パ

ク
パ
ク
カ
ー
ド
』
は
、
正
し
く
は
「『
回
転

円
盤
お
化
け
百
面
相
』
児
童
作
品
」
で
す
。


